
エイズは HIV が感染して起こる病気

で、HIV に感染しても、すぐにエイズに

なる訳ではなく、平均１０年位は、ほと

んど症状が現れません。感染に気づか

ず、他の人にうつしてしまうこともあり

ます。しかし、次第に免疫の力（私たち

の体に備わった病気から体を守る力）が

低下していき、元気な時には問題になら

ないような細菌やカビなどが原因で

様々な病気にかかるようになっていき

ます。 

HIV の主な感染ルートは 

「性行為感染」 

「血液感染」 

「母子感染」 の３つです。 

感染を防ぎ、感染を広げないために大切

なのは、一人一人が正しい知識を持ち、

それを行動に結びつけることです。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ひとこと（保健室へのご質問・ご意見がありましたらお寄せください） 

 

 

 
  年  組             （保健だより掲載時の名前の公表について  可 ・ 不可） 

平成 30 年１１月３０日 

四谷中学校  保健室 

世界エイズデー（World AIDS Day）は、世界

レベルでのエイズのまん延防止と患者・感染者に

対する差別・偏見の解消を目的に、WHO（世界保

健機関）が1988年に制定したもので、 

毎年12月1日を中心に、世界各国でエイズに関

する啓発活動が行われています。 

き  り  と  り 

 



 

 

歯学博士の花島直樹先生をお迎えして、1年生の「喫煙・受動喫煙

防止教室」が行われました。 

たばこを吸うことに関する正しい知識を学んだり、受動喫煙の被害

の理解を深めました。また、たばこを勧められたときに断わる方法や

他の対処の仕方なども学びました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ロールプレイに挑戦！ 

・たばこを勧める友人と君 

・たばこを吸っている父と娘 

・たばこを吸うガールフレンドと君 

各クラスの代表の人が、3 つの場面に挑戦

しました。学んだことを活用して上手に取

り組みました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
海外のたばこは健康被害の写真を 

必ず載せています 

 

毎年 5 月31 日は 

World No Tobacco Day世界禁煙デーです。 

WHOでは、今年のテーマを 

「Tobacco and heart disease タバコは

心臓やぶり～タバコと心臓病はつながってい

る」とし、タバコが心血管に及ぼす影響につ

いて考えるキャンペーンを展開しました。なお、タバコ規制問題では世界の動きから大きく取り残され

ている日本では、オリンピック・パラリンピックのたばこフリー開催を視野に受動喫煙防止の推進を目

指し、「2020 年、受動喫煙のない社会を目指して～たばこの煙から子ども達をまもろう～」という

2016 年以降同一のスローガンを掲げた取り組みが行われています。 

花島先生は、板橋区内で歯科医

院を開業のかたわら、日本禁煙

学会認定専門歯科医師として都

内各所で「喫煙・受動喫煙防止

活動」に熱心に取り組んでいら

っしゃいます。 

君たちはすごい！ 

若い人は何にでもなれる。大事なことは、勉強と健康。まずは

健康。元気があれば何でもできる。 

健康・・・しっかり運動し、栄養を考えて食べる。 

予防・・・よく寝る、たばこや薬物は絶対にやらない。 

タバコ会社の最大にターゲットは子ども達 

君たちは狙われている。何気にいたずらでタバコを吸うのを待

っている。誘われてもはっきりと断る言葉を考えておこう。 


